
１．当四半期決算の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期においては、売上高は、原料価格の下落に応じた販売価格の修正および石炭の販売

数量の減少等により減収となりましたが、営業利益は、合成ゴムのスプレッド改善および機能品等

の販売数量の増加等により、増益となりました。営業外収益は、前期にあった持分法適用関連会社

の事業統合による利益がなくなったことから、減少しました。 

 この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。 

 

        単位：億円 

項   目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

当第１四半期① １，６５０ ７３ ７７ ４５ 

前 年 同 期② １，６９０ ６１ １０２ ６９ 

差異①－② △４０ １２ △２５ △２３ 

増  減  率 △２．４％ １９．７％ △２４．５％ △３４．４％ 

 

 

（２）セグメント別の説明 

 

（売上高）       単位：億円 

セグメント 当第１四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率 

化学 ７４５ ７５０ △５ △０．８％ 

建設資材 ７５４ ７６９ △１５ △２．０％ 

機械 １８８ １８７ ０ ０．５％ 

その他 １１ １１ ０ ４．７％ 

調整額 △４９ △２９ △２０ － 

合計 １，６５０ １，６９０ △４０ △２．４％ 

 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント 当第１四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率 

化学 ４６ ３５ １１ ３２．５％ 

建設資材 ２３ ２４ △１ △５．５％ 

機械 ４ １ ２ １６５．３％ 

その他 １ １ △０ △６．２％ 

調整額 △２ △１ △０ － 

合計 ７３ ６１ １２ １９．７％ 
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化学 … 減収増益 

■ナイロン・ファイン事業 

ラクタム事業は、中国市場の需要鈍化もあり販売価格が下落し販売数量も減少したことにより、減

収となりました。 

ナイロン事業は、ラクタム価格下落の影響に加え、主に中国市場の需要減退により販売数量が減少

したことにより、減収となりました。 

工業薬品事業は、アンモニア工場の隔年の定期修理がなく、生産量・出荷量ともに増加したことに

より、増収となりました。 

ファイン事業は、堅調な需要を背景に総じて販売価格が上昇したことにより、増収となりました。 

ナイロン・ファイン事業全体としては、ラクタムとナイロンの影響が大きく、減収減益となりまし

た。 

■合成ゴム事業は、タイヤ用途を中心に出荷が概ね堅調に推移する中で、主原料であるブタジエン価

格が製品価格よりも下落しスプレッドが改善したことにより、減収増益となりました。 

■機能品事業 

電池材料事業は、中国市場での競争激化および主要顧客における生産調整等の影響もあり販売数量

が伸び悩んだことにより、減収となりました。 

ポリイミド事業は、ディスプレイ向けＣＯＦフィルムの販売数量が堅調に推移し、また中国市場で

の有機ＥＬパネル向けワニスの需要が拡大し販売数量が増加したことにより、増収となりました。 

機能品事業全体としては、総じて販売が堅調であったことから、増収増益となりました。 

■医薬事業は、自社医薬品・受託医薬品ともに顧客である製薬会社の販売が好調に推移したことによ

り、増収増益となりました。 

■化学セグメント全体としては、原料価格の下落に応じた販売価格の修正等により、減収となりまし

たが、合成ゴム事業のスプレッド改善や機能品事業・医薬事業の拡販等により、増益となりまし

た。 

 

建設資材 … 減収減益 

■セメント・生コン事業は、国内需要が新幹線関連工事や都市部の再開発もあり堅調に推移したもの

の、顧客の稼働日数減少の影響もあり出荷が減少したことから、減収となりました。 

■カルシア・マグネシア事業は、鉄鋼・電力向けマグネシアなど価格改定の効果等による販売価格の

上昇により、増収となりました。 

■エネルギー事業は、石炭の販売数量の減少により減収となりました。また、ＩＰＰ発電所の隔年実

施の定期修理を行った影響を受けました。 

■建設資材セグメント全体としては、セメント・生コンおよび石炭の販売数量の減少並びにＩＰＰ発

電所の定期修理の影響により、減収減益となりました。 

 

機械 … 増収増益 

■成形機事業では自動車軽量化ニーズの高まり、産機事業では国内大型発電関連設備需要など、製

品・サービスとも販売が堅調だったことにより、増収となりました。 

■機械セグメント全体としては、成形機・産機事業の堅調な販売に加え、製鋼事業の原料であるスク

ラップ価格の下落の影響もあり、増収増益となりました。 

 

その他 … 増収減益 
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